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〔
調
査
日
〕

　

平
成
31
年
１
月
25
日

〔
参
加
議
員
〕

16
名

　

誘
致
企
業
へ
の
売
却
予

定
地
に
お
い
て
、
地
元
住

民
の
生
活
へ
の
影
響
、
安

心
安
全
面
か
ら
問
題
点
が

な
い
か
調
査
し
た
。

　

周
囲
に
は
６
ｍ
道
路
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
利
便
性
が
期
待
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
台
風
10
号
に

よ
る
被
害
の
あ
っ
た
小
烏

瀬
川
の
復
旧
状
況
を
調
査

し
た
。
さ
ら
に
、
国
道
３

４
０
号
立
丸
峠
ト
ン
ネ
ル

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

道
路
の
幅
員

も
広
く
な

り
、
非
常
に

快
適
で
あ
っ

た
。

　

今
後
の
人

や
物
の
交
流

が
期
待
さ
れ

る
。

〔
視
察
日
〕

　

平
成
31
年
１
月
31
日

　
　
　
　
　

２
月
１
日

〔
参
加
議
員
〕

　

佐
々
木　

恵
美
子

　

菊
池　

浩
士

　

佐
々
木　

敦
緒

　

小
林　

立
栄

　

菊
池　

美
也

　

菊
池　

巳
喜
男

　

荒
川　

栄
悦

　

佐
々
木　

大
三
郎

　

浅
沼　

幸
雄

筆ひ
っ

甫ぽ

地
区
の
住
民
自
治
組

織
に
学
ぶ

　

福
島
県
と
の
県
境
、
宮

城
県
丸
森
町
は
平
成
13
年

か
ら
特
色
を
活
か
し
た
地

区
別
計
画
を
策
定
し
、
平

成
19
年
８
地
区
の
住
民
自

治
組
織
を
設
立
。
な
か
で

も
筆
甫
地
区
は
人
口
約
５

７
０
人
で
高
齢
化
率
51
・

２
％
と
過
疎
化
が
進
む

中
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、
仕
事
づ
く

り
、
人
づ
く
り
、「
今
、

こ
こ
で
暮
ら
す
住
民
の
し

あ
わ
せ
」
に
寄
り
添
う
事

業
を
実
践
。

　

財
源
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
等
の
自
主
事
業
の

他
、
町
か
ら
の
指
定
管
理

料
、
交
付
金
、
委
託
料
な

ど
。

　

郷
土
の
食
材
の
六
次
産

業
化
は
、
住
民
の
や
り
が

い
、
生
き
が
い
を
も
創
り

出
し
て
い
る
。

農
地
を
守
り
、
地
域
と
共

に
発
展
す
る
経
営
体

㈲
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
か
ら
復
興
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
東
松
島
市
野の

び

る蒜
地

区
。
平
成
の
早
期
よ
り
集

落
営
農
組
織
、農
地
集
積
、

圃
場
整
備
に
取
り
組
み
法

人
化
を
実
現
。
こ
れ
ら
が

被
災
後
の
営
農
再
開
に
功

を
奏
し
た
。

　

現
在
も
被
災
し
た
全
農

地
を
引
き
受
け
規
模
拡
大

を
す
す
め
て
い
る
。
事
業

内
容
は
、
農
地
の
維
持
管

理
の
ほ
か
、
離
散
し
た
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
六
次
産
業
、
小
中

学
生
の
食
育
、
介
護
事
業

へ
の
参
入
で
、
通
年
雇
用

の
仕
組
み
や
農
業
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
新
た
な
雇
用

を
創
出
し
て
い
る
。

　

今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業

や
地
域
が
持
続
で
き
る
取

り
組
み
な
ど
を
計
画
。
攻

め
の
姿
勢
を
感
じ
る
経
営

体
で
あ
っ
た
。

〔
調
査
日
〕

　

平
成
31
年
１
月
24
日

〔
調
査
対
象
〕

　

 

遠
野
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

ャ
ー
事
業
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
現
状
に
つ

い
て

〔
参
加
議
員
〕

　

総
務
常
任
委
員
会

　
　

瀧
本　

孝
一

　
　

小
林　

立
栄

　
　

佐
々
木　

恵
美
子

　
　

菊
池　

由
紀
夫

　
　

佐
々
木　

大
三
郎

　

本
事
業
は
、
総
務
省
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
遠
野
な
ら
で

は
の
資
源
な
ど
を
利
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
人
材

を
誘
致
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
。

　

第
１
部
は
、
所
管
す
る

六
次
産
業
室
の
担
当
者
か

ら
内
容
を
確
認
し
た
。

　

事
業
１
期
目
の
協
力
隊

は
、
本
年
９
月
に
３
年
間

の
任
期
を
終
え
る
。
自
立

を
目
指
し
、
隊
員
が
主
体

的
に
活
動
で
き
て
い
る

か
、
地
域
と
の
関
わ
り
に

課
題
が
な
い
か
等
、
現
状

や
課
題
を
調
査
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
の

協
力
隊
員
の
動
向
や
ネ
ク

ス
ト
コ
モ
ン
ズ
の
役
割
、

本
事
業
成
果
等
の
具
体
的

な
目
標
値
な
ど
の
質
問
が

よ
せ
ら
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
場
所
を
一

日
市
通
り
の
コ
モ
ン
ズ
カ

フ
ェ
に
移
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
ネ
ク
ス
ト
コ
モ

ン
ズ
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
た
。

　

協
力
隊
の
皆
さ
ん
の
、

遠
野
で
の
困
り
ご
と
と
し

て
、「
住
ま
い
の
確
保
」

が
挙
げ
ら
れ
た
。
移
住
者

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、

空
き
家
を
活
用
し
た
住
ま

い
の
確
保
が
急
務
と
提
言

さ
れ
た
。
ま
た
、
移
住
者

と
し
て
知
ら
な
い
土
地
で

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
苦
労
や

大
変
さ
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
臨
床
心
理
士
や
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
相
談
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
隊
員
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

住
ん
で
み
て
の
遠
野
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

「
景
色
が
良
い
」「
文
化
や

郷
土
芸
能
な
ど
が
豊
か
な

土
壌
の
も
と
で
い
ろ
い
ろ

な
方
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ

て
い
る
と
い
う
印
象
」
や

「
親
切
な
方
が
多
い
」「
受

け
入
れ
て
く
れ
る
土
地
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

ネ
ク
ス
ト
コ
モ
ン
ズ
は
、

移
住
定
住
の
人
事
部
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
遠
野

の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集

し
て
い
る
。
隊
員
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
自

立
に
向
け
た
主
体
的
な
活

動
を
支
援
し
て
い
た
。

　

今
年
は
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
の
成
果
や
検

証
を
分
析
す
る
１
年
と
い

え
る
。
全
国
展
開
し
て
い

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み

に
、
遠
野
な
ら
で
は
の
事

業
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

市政調査会

議 員 有 志
宮城県丸森町・
東松島市を視察

総 務 常 任
委 員 会

学んで行動する議会へ

現場第一で。売却予定地を現地調査。

アグリードなるせの安部代表取締役と

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等について一部ご紹介し
ます。（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）ます。（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

「市議会って何だろう」の
コーナーがわかりやすく説
明されていて、関心をもっ
て読むことができました。
 （青笹町、62 歳、女性）

遠野に嫁いで３年 ･･･ 子育てと医療に多少不便を感
じていた１年目に比べると医療費の補助等良くなっ
て助かっています。人口が少ない分横のつながりや
地域のつながりが濃いところが議会に強く反映され
ているのでは。今後も遠野らしい議会を続けていっ
てほしいです。 （松崎町、29 歳、女性）

市を代表してのお仕事ご苦労様です。「市議会って何だ
ろう」分かっているようで分からないものですが、とて
も関心を持つことが出来ました。まして年を取るとむず
かしい事が嫌になりました。心のホッとするクイズがあっ
てすみずみ読ませてもらえ楽しいです。特にも病気あが
りになぐさめられました。 （小友町、80 歳、女性）

時々議会だよりの中身をゆっくりと見させていただい
ておりますが、市政に対する議員の方々の熱い想い
が伝わってきます。これからも市民の意見を代弁して
いただけるようよろしくお願い致します。
 （早瀬町、50 歳、女性）

調査報告・市民の声 調査報告・視察報告


